
－「原子力重大事故タクソノミー」の活用と国際発信力の強化－

3) タクソノミー

対象領域に含まれる概念等を階層的な体系に整理するための分類体系です。 IAEA Nuclear 
Knowledge Management Sectionが原子力重大事故（Major Nuclear Accidents）の知識保存、
分類に活用するため策定したタクソノミーを活用します。IAEAが策定したタクソノミーはIAEA
のレポートとして刊行される予定です。タクソノミーについては福島事故への活用を通じて、
今後も策定が継続されます。
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国際原子力機関との連携

• 原子力機構では福島第一原発事故関連情報をIAEAが策定したタクソノミー3)を活用し、
体系的に整理をします。また、IAEAが策定したタクソノミーをより適切な体系に改訂し、
IAEAに対してフィードバックをしていく予定です。作成したメタデータはIAEA/INISに提供し、
INISを通じて国際的な情報発信を進めていきます。

原子力重大事故タクソノミーIAEA/INISへの提供
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